
重
要
施
策

中核病院建設予定地 位置図

国道11号バイパス

国道11号 伊予三島
郵便局

四国中央
警察署

伊予三島運動
公園体育館

至川之江至土居

四国中央医療
福祉総合学院

建設予定地
（三島医療センター跡地）

▼
公
共
施
設
ト
イ
レ
の
環
境
整
備

　

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化
の
推
進
や
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
の
観
点
か
ら
、

令
和
５
年
度
ま
で
の
２
か
年
計
画
で
、
洋
式
化
、

手
洗
い
自
動
水
栓
化
を
行
い
ま
す
。

▼
国
道
11
号
バ
イ
パ
ス
の
早
期
延
伸

▼
重
要
港
湾
三
島
川
之
江
港
の
整
備

▼
城
山
下
臨
海
土
地
造
成
事
業
の
推
進

豊
か
な
暮
ら
し
の
実
現

親
し
ま
れ
る
市
役
所

▼
DX
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）

　

の
推
進

　

AI
な
ど
の
情
報
通
信
技
術
を
行
政
サ
ー
ビ
ス

に
取
り
入
れ
る
な
ど
、
DX
を
推
進
す
る
こ
と
で
、

市
民
の
皆
さ
ま
の
暮
ら
し
が
よ
り
便
利
で
快
適

と
な
る
よ
う
デ
ジ
タ
ル
社
会
に
対
応
し
た
市
役

所
へ
と
変
革
を
進
め
ま
す
。

▼
人
口
減
少
・
少
子
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
事
業
化

　

昨
年
５
月
に
設
置
し
た
「
人
口
減
少
・
少
子

化
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
」
に
お
い
て
、
各

種
施
策
の
検
討
を
行
い
、
事
業
効
果
を
検
証
し

な
が
ら
、
誰
も
が
安
心
し
て
結
婚
し
出
産
、
子

育
て
が
で
き
る
社
会
の
構
築
を
目
指
し
て
取
り

組
み
を
進
め
ま
す
。

▼
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進

　

本
市
の
魅
力
を
効
果
的
に
発
信
し
、
認
知
度

の
向
上
、
新
た
な
魅
力
の
発
掘
、
シ
ビ
ッ
ク
プ

ラ
イ
ド
の
醸
成
を
図
り
、市
民
の
皆
さ
ま
が
「
住

み
続
け
た
い
」
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
ま
す
。

▼
第
三
次
総
合
計
画
・
第
３
期
総
合
戦
略
の
策
定

人
口
減
少
対
策

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
の
実
現

▼
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
申
請
対
象
学
年
の
拡
大

　

こ
れ
ま
で
４
年
生
ま
で
と
し
て
い
た
受
け
入

れ
対
象
学
年
を
６
年
生
ま
で
に
拡
大
す
る
な

ど
、
今
後
も
保
護
者
の
方
々
が
安
心
し
て
頂
け

る
環
境
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

誰
も
が
活
躍
で
き
る
社
会
の
実
現

▼
太
陽
の
家
施
設
更
新
事
業

　

令
和
５
年
度
か
ら
の
指
定
管
理
者
制
度
導
入

に
向
け
た
手
続
き
を
推
進
し
ま
す
。
希
望
す
る

利
用
者
が
地
域
で
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
利
用
者
や
ご
家
族
の
ご
理
解
と
関
係
機
関

な
ど
の
ご
協
力
の
も
と
、
官
民
協
働
で
取
り
組

み
ま
す
。

▼
男
性
の
育
児
休
暇
取
得
の
推
進

▼
地
域
共
生
社
会
へ
の
取
り
組
み
の
推
進

安
心
・
安
全
な
生
活
の
実
現

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
事
業

　

手
洗
い
や
消
毒
、
マ
ス
ク
着
用
な
ど
基
本
的

な
感
染
予
防
を
積
極
的
に
啓
発
し
ま
す
。
ま
た
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
し
て
は
、
希
望
す
る
方
が

速
や
か
に
接
種
で
き
る
体
制
を
継
続
す
る
と
と

も
に
、
市
民
の
皆
さ
ま
へ
の
丁
寧
な
情
報
発
信

に
努
め
ま
す
。

▼
中
核
病
院
の
整
備

　

公
立
学
校
共
済
組
合
・
四
国
中
央
病
院
に
よ

る
中
核
病
院
の
建
設
は
、
令
和
３
年
度
に
、
新

病
院
の
基
本
構
想
が
ま
と
め
ら
れ
、
建
設
場
所

を
三
島
医
療
セ
ン
タ
ー
跡
地
に
す
る
こ
と
が
決

定
さ
れ
ま
し
た
。
中
核
病
院
は
、
よ
り
身
近
で

充
実
し
た
高
度
医
療
や
救
急
医
療
を
受
け
ら
れ

る
地
域
医
療
体
制
を
目
指
す
本
市
に
と
っ
て
必

要
不
可
欠
な
も
の
で
あ
り
、
最
重
要
課
題
と
位

置
付
け
て
、
令
和
３
年
度
か
ら
「
地
域
医
療
再

生
基
金
積
立
金
」
を
創
設
し
、
早
期
建
設
に
向

け
た
支
援
や
、
災
害
拠
点
と
し
て
も
期
待
さ
れ

て
い
る
新
病
院
周
辺
の
道
路
環
境
な
ど
の
整
備

を
進
め
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
健
康
と
命
を
守
る

医
療
体
制
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

活
力
あ
る
産
業
活
動
の
創
出

▼
日
本
一
を
誇
る
紙
産
業
の
持
続
的
な
発
展

　

地
域
産
業
の
人
材
確
保
の
た
め
、
市
内
中
高

生
を
対
象
と
し
た
工
場
見
学
な
ど
を
継
続
し
て

行
い
、
地
元
就
職
率
の
向
上
を
目
指
す
と
と
も

に
、
県
紙
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
、
産

学
官
の
連
携
を
更
に
深
め
、
地
域
産
業
に
直
結

し
た
人
材
確
保
、
地
域
産
業
の
活
性
化
に
努
め

ま
す
。

▼
学
校
教
育
の
充
実

　

令
和
３
年
度
か
ら
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

の
本
格
的
な
活
用
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
が
、「
AI

（
人
工
知
能
）
型
ド
リ
ル
教
材
」
の
導
入
な
ど
、

Ⅰ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育
を
さ
ら
に
深
化
さ
せ

る
と
と
も
に
、
特
別
支
援
教
育
の
充
実
や
不
登

校
対
策
に
も
積
極
的
に
デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
、

子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
に
応
じ
た
質
の
高
い

「
あ
っ
た
か
な
四
国
中
央
市
の
教
育
」
を
実
現
し

ま
す
。

▼
「
子
育
て
支
援
ア
プ
リ
」
を
導
入

　

母
子
健
康
手
帳
の
情
報
管
理
機
能
や
子
育
て

関
連
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
情
報
配
信
機
能
を
備
え

た
「
子
育
て
支
援
ア
プ
リ
」
を
導
入
し
ま
す
。

ま
た
、
夫
婦
が
共
に
子
育
て
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
男
性
の
主
体
的
な
家
事
・
育
児

参
画
に
つ
い
て
、
企
業
、
事
業
者
と
連
携
し
て

積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

▼
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
事
業

　

全
て
の
子
ど
も
と
、
そ
の
家
庭
及
び
妊
産
婦

な
ど
に
対
し
て
、
切
れ
目
な
く
継
続
的
な
支
援

を
行
い
ま
す
。

▼
松
柏
小
学
校
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
開
所

▼
子
ど
も
食
堂
の
運
営
を
支
援

▲ 行政手続きのデジタル化を
進めます

※イメージ写真

～ 

む
す
び 

～

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の

各
種
事
業
に
加
え
、
子
育
て
支
援
の
充
実

や
地
域
防
災
力
の
強
化
の
ほ
か
、
DX
や
脱

炭
素
な
ど
環
境
政
策
へ
の
取
り
組
み
な
ど
、

社
会
変
容
に
対
応
し
た
新
た
な
施
策
に
的

確
か
つ
迅
速
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令和 4年度 施政方針

　

市
議
会
第
１
回
定
例
会
が
３
月
１
日

か
ら
３
月
23
日
ま
で
開
か
れ
、
篠
原
実

市
長
が
施
政
方
針
演
説
を
行
い
、
令
和

４
年
度
に
取
り
組
む
重
要
施
策
に
つ
い

て
述
べ
ま
し
た
。
そ
の
概
要
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

篠原　実　市長

令
和
４
年
度　

施

令
和
４
年
度　

施
政政
方
針
方
針

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め

　
　

持
続
可
能
な
社
会
実
現
を
目
指
し
て

　
　

持
続
可
能
な
社
会
実
現
を
目
指
し
て

▲ 「令和４年度　施政

方針」の全文は、市

HP でご覧になれます

▼
脱
炭
素(

地
球
温
暖
化
対
策)

へ
の
取
り
組
み

　

近
年
は
、
地
球
温
暖
化
に
端
を
発
し
た
豪
雨

災
害
な
ど
の
気
候
危
機
が
、
ま
す
ま
す
顕
在
化

す
る
と
と
も
に
、
使
い
捨
て
型
の
経
済
活
動
・

日
常
生
活
が
地
球
環
境
に
限
界
を
も
た
ら
し
つ

つ
あ
り
、
対
策
の
実
行
は
喫
緊
の
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
本
市
に
お
い
て
も
、
四
国
中
央

市
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
協
議
会
が
令
和
３

年
６
月
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
地
域

の
脱
炭
素
に
取
り
組
む
機
運
の
高
ま
り
に
合
わ

せ
、
市
だ
け
で
な
く
、
市
民
・
事
業
者
の
取
り

組
み
を
促
進
し
ま
す
。

▼
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進　

※
４
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事

　

意
欲
的
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取
り
組
む
法
人
な
ど

を
推
進
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
認
定
す
る
制
度
の

創
設
や
、
金
融
機
関
や
経
済
団
体
な
ど
と
連
携

を
図
り
、
情
報
共
有
や
市
民
へ
の
普
及
活
動
を

行
う
な
ど
、
市
全
体
で
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に

向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

▼
ご
み
処
理
施
設
再
編
事
業

　

環
境
負
荷
の
低
減
は
も
と
よ
り
、
今
後
の
人

口
減
少
な
ど
に
対
応
し
た
施
設
更
新
が
求
め
ら

れ
て
お
り
、
新
居
浜
・
西
条
地
区
広
域
行
政
圏

協
議
会
と
の
合
同
に
よ
る
ご
み
処
理
施
設
集
約

化
や
、
ご
み
を
燃
や
さ
ず
資
源
化
で
き
る
ト
ン

ネ
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
方
式
の
処
理
施
設
に
つ
い
て

検
討
し
、
安
定
的
か
つ
持
続
的
な
廃
棄
物
処
理

体
制
の
構
築
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

▼
新
法
皇
ト
ン
ネ
ル
整
備
事
業
の
事
業
化

▼
新
宮
窓
口
セ
ン
タ
ー
の
「
高
齢
者
生
活
福
祉

　
セ
ン
タ
ー
」
へ
の
移
転

社
会
変
容
に
対
応
し
た
新
た
な
取
り
組
み

▼
防
災
・
減
災
対
策
の
強
化

　

最
新
の
安
全
シ
ス
テ
ム
を
装
備
し
た
「
は
し

ご
付
消
防
自
動
車
」
の
導
入
や
、
老
朽
化
し
た

「
消
防
団
車
両
」
の
更
新
な
ど
消
防
救
助
活
動
の

さ
ら
な
る
充
実
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
避
難

所
に
指
定
さ
れ
て
い
る
集
会
所
の
維
持
管
理
費

用
の
一
部
を
補
助
し
、
地
域
防
災
力
の
充
実
に

努
め
ま
す
。


